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①
都
市
計
画
道
路
整
備

を
行
う
区
間
と
都
市
計
画
道

路
に
限
ら
な
い
整
備
区
間
に

分
け
た
理
由
は
何
か
。
②
整

備
に
よ
る
交
通
量
の
変
化
を

ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る

か
。
③
通
学
児
童
・
生
徒
や

高
齢
者
の
安
全
確
保
の
考
え

は
ど
う
か
。
④
自
転
車
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
は
整
備
予
定
か
。

　
土
木
部
長　
①
都
市
計

画
道
路
を
基
本
と
す
る
も
の

の
、
千
葉
県
が
施
行
す
る
土

地
区
画
整
理
事
業
の
区
域
外

か
ら
八
木
川
ま
で
の
区
間
は

非
常
に
起
伏
が
大
き
い
た
め
、

事
業
費
を
考
慮
し
、
さ
ら
に

環
境
に
も
配
慮
し
て
合
理
的

 

問 　
  

答  　

な
道
路
線
形
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
②
都
市
の
骨
格

と
な
る
道
路
を
整
備
す
る
こ

と
で
周
辺
道
路
の
通
過
交
通

が
新
た
な
道
路
へ
移
る
こ
と

と
な
り
、
周
辺
道
路
に
お
け

る
交
通
量
は
減
少
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
③
歩
行
者
の

交
通
量
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

考
慮
し
、
歩
道
を
車
道
の
両

側
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

か
ね
て
か
ら
の
課
題
で
あ
っ

た
道
路
交
通
網
の
充
実
が
図

ら
れ
、
歩
行
者
の
安
全
性
向

上
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
④
自
転
車
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
を
整
備
す
る
所
管
部

署
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

流
政
会
　
　
笠
原
　
久
恵

都
市
計
画
道
路

�

野
々
下
思
井
線
に
つ
い
て

　
観
光
客
誘
致
に
は
、
そ

こ
に
し
か
な
い
も
の
が
見
ら

れ
た
り
、
雰
囲
気
を
感
じ
ら

れ
た
り
す
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ

ン
ツ
が
重
要
で
あ
る
。
み
り

ん
、
神
社
仏
閣
、
有
形
文
化

財
な
ど
、
観
光
資
源
を
組
み

合
わ
せ
て
、
流
山
市
に
は
こ

れ
が
あ
る
と
い
っ
た
売
り
方

を
模
索
し
て
い
く
段
階
で
は
。

　
経
済
振
興
部
長　
本
市

は
白
み
り
ん
発
祥
の
地
で
あ

り
、
地
域
資
源
で
あ
る
白
み

り
ん
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

軸
と
し
て
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
台
湾
の
旅
行

会
社
を
訪
問
し
た
際
に
は
、

 

問 　

  

答  　

森
田
　
洋
一

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
で

�

外
国
人
観
光
客
誘
致
強
化
を

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
流
鉄
と
白

み
り
ん
の
２
点
を
軸
に
Ｐ
Ｒ

し
た
と
こ
ろ
、
流
山
本
町
地

域
を
組
み
込
ん
だ
旅
行
商
品

に
つ
な
が
り
、
令
和
８
年
度

に
入
っ
て
３
回
に
わ
た
り
台

湾
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
合
計

で
67
名
訪
れ
、
流
鉄
乗
車
後

に
白
み
り
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
れ
る
と
い
う
コ
ー
ス
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
実
績
を
一
つ
ず

つ
重
ね
な
が
ら
、
引
き
続
き

各
国
各
地
域
の
方
々
の
趣
向

な
ど
の
ト
レ
ン
ド
を
研
究
し
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
①
熱
中
症
を
災
害
級
リ

ス
ク
と
捉
え
、保
健
・
教
育
・

防
災
・
ま
ち
づ
く
り
部
門
な

ど
、
全
庁
横
断
の
推
進
体
制

を
構
築
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
地
域
行
事
や
屋
外
イ
ベ
ン

ト
の
熱
中
症
対
策
に
、
ミ
ス

ト
装
置
や
大
型
送
風
機
な
ど

を
市
が
整
備
し
、
自
治
会
な

ど
へ
貸
与
し
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
部
長　
①
熱
中
症

対
策
は
年
々
そ
の
重
要
度
を

増
し
、
行
政
と
し
て
も
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
部

署
に
よ
り
必
要
な
対
策
な
ど

は
異
な
る
も
の
の
、
全
庁
が

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
み

 

問 　

  

答  　

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
熱
中
症
対
策
は

一
つ
の
部
署
だ
け
で
対
応
で

き
る
課
題
で
は
な
い
た
め
、

引
き
続
き
全
庁
で
協
力
・
連

携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
②
熱
中
症

対
策
の
必
要
性
は
十
分
に
認

識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

熱
中
症
対
策
機
材
の
貸
し
出

し
は
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高

い
時
期
の
開
催
を
後
押
し
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
機

材
の
安
全
管
理
や
来
場
者
の

安
全
確
保
な
ど
、
運
営
を
担

う
自
治
会
の
負
担
が
増
大
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

流
政
会
　
　
渡
辺
　
仁
二

夏
の
暑
さ
か
ら

�

命
を
守
る
ま
ち
へ

　
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、
21
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
う
ち
、
１
問
に
つ
い
て
の

質
問
・
答
弁
を
通
告
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
「 

問 

」
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
草

稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
政
に
関
す
る

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問

一
般
質
問

議員が草稿を作成した記事において、特定の名詞の表記（「障害者」を「障がい者」と表記するなど）については、議員本人の意向を尊重して掲載しています。
そのため、異なる表記が混在する場合があることを予めご了承ください。

　
市
人
口
は
令
和
４
年
４

月
１
日
現
在
20
万
５
４
３
９

人
で
、
令
和
２
年
国
勢
調
査

確
定
値
に
よ
る
と
、
人
口
増

加
率
は
全
市
区
町
村
の
中
で

１
位
と
な
っ
た
。
特
に
合
計

特
殊
出
生
率
の
１
・
56
は
全

国
値
の
１
・
30
と
比
較
し
高

い
水
準
に
あ
る
が
、
令
和
10

年
度
の
市
人
口
の
見
通
し
は
。

　
総
合
政
策
部
長　
本
市

の
人
口
推
計
は
、
総
合
計
画

策
定
時
の
基
礎
資
料
の
一
つ

と
し
て
、
平
成
30
年
３
月
に

次
期
総
合
計
画
に
お
け
る
将

来
人
口
推
計
調
査
報
告
書
と

し
て
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

同
報
告
書
で
は
、
本
市
の
人

 

問 　

  

答  　

口
は
令
和
９
年
ま
で
増
加
を

続
け
た
後
、
緩
や
か
に
減
少

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
令
和
９
年
の
高
位
推
計

21
万
３
１
７
９
人
お
よ
び
令

和
10
年
の
高
位
推
計
で
あ
る

21
万
１
８
６
３
人
に
対
し
、

令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
は
21
万

６
０
３
０
人
と
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
直
近
の
人
口
動
向

も
踏
ま
え
て
令
和
８
年
度
版

総
合
計
画
実
施
計
画
を
策
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向

け
た
新
た
な
人
口
推
計
を
、

令
和
９
年
度
中
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

流
政
会
　
　
青
野
　
直

流
山
市
総
人
口
の

�

見
通
し
に
つ
い
て

　
災
害
時
に
お
け
る
地
域

生
活
継
続
の
た
め
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
①
在
宅
避
難

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

②
個
別
避
難
計
画
作
成
の
現

状
と
課
題
認
識
は
ど
う
か
。

③
自
治
会
・
福
祉
関
係
者
・

当
事
者
団
体
な
ど
と
連
携
し

た
、
共
助
・
協
働
体
制
の
構

築
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
市
民
生
活
部
長　
①
自

宅
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
在
宅
避
難
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

備
蓄
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

啓
発
や
自
主
防
災
組
織
補
助

金
の
交
付
、
福
祉
部
局
と
連

携
し
た
個
別
避
難
計
画
の
作

 

問 　

  

答  　

成
、
耐
震
診
断
や
改
修
工
事

へ
の
補
助
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　
②
優
先
作

成
対
象
者
を
約
１
０
０
０
人

と
推
計
し
、
令
和
８
年
５
月

時
点
で
２
１
８
件
が
作
成
済

み
で
す
。
今
後
、
訓
練
や
研

修
を
通
じ
実
効
性
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
③
多
様

な
主
体
が
深
く
連
携
し
た
共

助
・
協
働
体
制
の
構
築
に
よ

る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
極

め
て
重
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
平
時
の
地
域
福
祉
施
策

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

今
後
も
地
域
と
の
連
携
を
大

切
に
各
種
施
策
を
進
め
ま
す
。

矢
口
　
輝
美

災
害
時
に
お
け
る

�

支
援
体
制
に
つ
い
て

　
算
数
セ
ッ
ト
や
彫
刻
刀

セ
ッ
ト
な
ど
を
学
校
備
品
化

す
る
自
治
体
が
あ
る
。
①
市

教
育
委
員
会
と
し
て
共
有
可

能
な
教
材
の
整
理
や
、
学
校

備
品
化
に
つ
い
て
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。
②
使
用

を
終
え
た
段
階
で
寄
付
を
お

願
い
し
、
再
活
用
す
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長　
①
現

在
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て

一
律
に
品
目
を
指
定
し
備
品

化
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
児
童
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
教
材
を
精
査
す

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
は
重
要
で

 

問 　

  

答  　

流
政
会
　
　
小
沢
　
え
み
り

学
校
教
材
の
備
品
化
に
よ
る

�

保
護
者
負
担
軽
減
を

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
算

数
セ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
市
教
育
委

員
会
と
し
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
②
途
中
学
年
で
の

寄
付
の
呼
び
か
け
や
、
寄
付

を
募
る
教
材
の
種
類
な
ど
を

各
学
校
で
判
断
し
工
夫
で
き

る
よ
う
、
市
教
育
委
員
会
か

ら
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例

会
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
、
井
崎
市
長
か
ら
「
民
間

事
業
者
よ
り
喫
煙
所
設
置
に

関
す
る
提
案
が
あ
り
、
協
議

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
実
際

に
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

と
結
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
環
境
部
長　
令
和
８
年

３
月
と
５
月
に
た
ば
こ
の
製

造
業
者
と
協
議
を
し
、
事
業

者
か
ら
、
設
置
で
き
る
喫
煙

所
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
で

あ
る
こ
と
や
、
設
置
場
所
・

設
置
費
用
の
負
担
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
当
該

 

問 　

  

答  　

事
業
者
と
は
別
の
民
間
事
業

者
に
よ
る
屋
内
喫
煙
所
の
事

例
や
、
自
治
体
負
担
の
紹
介

が
あ
っ
た
ほ
か
、
千
葉
県
内

で
行
わ
れ
た
意
識
調
査
で
約

７
割
の
非
喫
煙
者
が
路
上
喫

煙
や
受
動
喫
煙
の
防
止
の
た

め
に
喫
煙
所
が
必
要
と
回
答

し
て
い
る
調
査
結
果
の
共
有

が
あ
り
ま
し
た
。一
方
、
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
型
の
場
合
、
煙

や
臭
い
が
周
囲
に
拡
散
す
る

こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
他
自

治
体
で
も
受
動
喫
煙
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
煙
の
漏
れ
な

い
喫
煙
所
の
設
置
を
民
間
事�

業
者
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

流
政
会
　
　
川
本
　
大
岳

路
上
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て


